






要 約 

 活動期未熟児網膜症に対しておこなった光凝固治療の遠隔成績の 1 つとして,成長後の

視野について定量的な解析を試み,有意差の t検定を行なった。視野はGoldmann の視野計

を用いて測定した。光凝固治療群では V-4 の視標における視野面積が低下しており,特に鼻

側視野の低下が著しかった。この視野の欠損部は光凝固治療部およびその周囲に相当する

と考えられた。 


